
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
エ
ア
植
民
地
王
領
化
運
動
の

一
背
景

一

一
七
六
四
年
二
月
二
十
四
日
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
植
民
地
代
議

（
―
・）

会
は

「
現
状
に
関
す
る
諸
決
議
」
、　

及
び
同
二
十
九
日
に
は

「
ペ
ン

（
２
）

シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
自
由
公
民

・
住
民
に
よ
る
国
王

へ
の
請
願
」
を
採
択

し
た
。

前
者
は
主
に
領
主
植
民
地
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
に
お
け
る
領

主

・
代
理
総
督
を
中
心
と
し
、

通
称

「領
主
派
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
寡
頭
政
治

へ
の
批
判
で
あ
り
、

後
者
は
そ
の
結
論
と
し

て
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
を
本
国
国
王
の
直
轄
統
治
に
移
行
し
て
欲
し

い
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
所
謂
植
民
地
王
領
化
運
動
の

公
的
宣
言
で
あ
る
。

運
動
の
母
体
は
代
議
会
、

指
導
者
は
代
議
会
メ

ン
バ
ー
の
ベ
ン
ジ
ヤ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、

ジ

ョ
ー
ゼ
フ
・
ギ
ャ

ロ
ウ
ェ
イ
で
あ
っ
た
。

そ
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
の
が

一
七
六
三

年
十
二
月
、

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
部
≧

ネ
ス
ト
が
、

及
び
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

町
で
お
こ
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
住
民
に
よ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
殺
害
事

件
と
、

翌
六
四
年
二
月
の

「パ
ク
ス
ト
ン
・ボ
ー
ク
ズ
の

一
揆
」
で
あ

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（自
井
）

白

井

洋

っ
た
。

こ
れ
は
西
部
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
防
衛
の
不
備

Ｌ
不
満
を
抱
い
た
住
民
が
、

コ
ネ
ス
ト
ガ
在
住
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・イ

ス
テ
ィ
ア
ン
を
殺
害
し
、

翌
年
に
は
約
二
五
〇
名
の
住
民
が
要
求
を

掲
け
て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
に
向
け
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

（
３
）

行

っ
た
事
件
で
あ
る
。

植
民
地
統
治
に
関
し
て
領
主
派
と
事
毎
に
対

立
し
て
い
た
代
議
会
は
こ
の
事
件
を
領
主
の
統
治
能
力
の
欠
如
、

不

穂
分
子
に
よ
る
植
民
地
の
秩
序
破
疾
と
見
な
し
、

王
領
化
運
動
に
利

用
し
、

植
民
地
内
、

特
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
地
方
の
治
安
を
本
国
軍
事

力
に
よ
り
強
化
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

当
時
、

西
部
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
で
は
本
国
の
西
部
規
制
に
対
し
植
民
地
人
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

領
土

へ
の
侵
攻
を
進
め
、

又
、

植
民
地
内
部
で
は
植
民
地
支
配
層
と

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
住
民
が
土
地
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
。

そ

し
て
植
民
地
支
配
層
間
に
お
い
て
も
領
主
派
と
代
議
会
が
、

イ
ン
デ

ィ
ア
ン
か
ら
の
フ
ロ
テ
ィ
ア
防
衛
、

イ
ン
デ
イ
ア
ン
領
土
買
収
、

イ

ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
毛
皮
貿
易
の
利
権
を
め
ぐ
り
長
期
に
渡
り
対
立
を

深
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

子
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と
こ
ろ
で
、　

一
七
六
三
年
以
後
の
英
本
国

・
北
米
十
三
植
民
地
関

係
は
、

再
編

，
強
化
さ
れ
た
本
国
重
商
主
義
体
制
に
よ
る
歳
入
対
策

に
よ
り
、

次
第
に
そ
の
矛
盾
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

六
三
年
の

国
王
宜
言
、

六
四
年
の
歳
入
法
、

六
五
年
の
印
紙
税
法
だ
け
を
み
て

も
、

西
部
土
地
規
制
と
歳
入
対
策
は
植
民
地
駐
屯
軍
費
用
捻
出
の
点

で
深
い
係
わ
り
を
持

っ
て
い
た
。

植
民
地
側
で
は
印
紙
税
法
撤
廃
運

動
を
契
機
に
周
知
の
如
く
反
英
運
動
の
展
開
を
示
す
が
、

そ
う
し
た

報卿取ダ鴎雄吐神球雑地布け議期”柳咲ば醜は地均車舶軸

う
な
運
動
を
可
能
に
し
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
植
民
地
の
政
治
的
、

社
会
的
背
景
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
った
ろ
＞み
た
。

王
領
化
運
動
は
、

現
象
的
に
は
代
議
会
に
よ
る
領
主
政
治

へ
の
批

判
と
し
て
受
け
取
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

前
述
し
た
フ
ロ

ン
テ
イ
ア
・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
問
題
を
め
ぐ
る
本
国

・
植
民
地
の
緊
張

関
係
、

植
民
地
内
部
の
矛
盾
、

又
、

代
議
会
の
多
数
派
が
富
裕
な
ク

ェ
ー
カ
ー
商
人
か
つ
土
地
投
機
家
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
時
、

王

領
化
運
動
を
単
に
領
主
制
批
判
の

一
形
態
と
し
て
解
釈
す
る
だ
け
で

は
不
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

王
領
化
運
動
の
要
因
と
し
て
は
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
防
衛
、

毛
皮
買
易
に
絡
ん
だ
領
主

・
代
議
会
の
対
立

以
外
に
も
、

イ
ン
デ
イ
ア
ン
戦
争
を
め
ぐ

っ
て
の
ク
ェ
ー
カ
ー
派
内

部
の
分
裂
、運

動
の
指
導
者
で
あ

っ
た
Ｂ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
領
主
ト

マ
ス
・ペ
ン
に
対
す
る
個
人
的
反
感
、信

仰
の
自
由
が
結
果
し
た
宗
教

的
対
立
の
発
展
、

等
々
が
あ
げ
ら
れ
、

決
し
て
ひ
と
つ
の
側
面
か
ら

王
領
化
運
動
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
稿
で

は
こ
の
問
題
の
背
景
を
、　

一
七
六
三
年
以
降
の
英
本
国
に
よ
る
北
米

大
陸
西
部
土
地

・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
政
策
と
、

植
民
地
側
の
土
地
投
機

と
い
う
対
抗
関
係
に
焦
点
を
絞

っ
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二

十
七
六
三
年
の
パ
ソ
条
約
に
よ
り
英
国
は
、

北
米
大
陸
に
広
大
な

領
土
を
獲
得
し
た
も
の
の
、　

多
額
の
戦
費
に
よ

り

そ
の
経
済
は
疲

弊
し
、

戦
後
の
負
債
額
は

一
三
七
万
ポ
ン
ド
ス
タ
ー
リ
ン
グ
に
ま
で

達
し
て
い
た
。

六
三
年
の
国
王
宣
言
は
、本

国
政
府
の
西
部
土
地
・イ

ン
デ
イ
ア
ン
政
策
具
体
化
の

一
つ
で
あ
る
が
、

特
に
防
衛
問
題
に
関

し
て
枢
密
院
の
メ
ン
バ
ー
は
通
商
拓
殖
院
に
対
し
次
の
三
項
目
の
具

体
策
を
要
請
し
て
い
る
。

側
最
近
獲
得
し
た
領
上
の
た
め
の
攻
府
の

設
置
、

の
大
陸
防
衛
に
必
要
な
本
国
駐
屯
軍
の
派
遣
、

倒
防
衛
制
度

に
必
要
な
費
用
を
植
民
地
側
で
負
担
す
る
方
法
。

又
、

た
て
ま
え
と

（
し

ｒ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
は
そ
の
領
土
を
保
障
す
る
方
針
を
つ
け
加

え
た
。
こ
れ
は
植
民
地
人
に
よ
る
勝
手
な
イ
ン
デ
イ
ア
ン
と
の
毛
反

貿
易
の
規
制
と
、

大
睦
に
残
存
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
ペ
イ
ン

勢
力
と
イ
ン
デ
イ
ア
ン
と
の
同
盟
を
防
ぐ
の
を
目
的
と
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

先
の
三
点
の
う
ち
倒
の
本
国
駐
屯
軍
派
遣

費
用
の
捻
出
が
最
も
緊
急
か
つ
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
は
、

グ

レ
ン
ヴ
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ィ
ル
内
閣
が
決
議
し
た
大
睦

へ
の
駐
屯
軍

一
万
人
に
対
し
年
間
二
五

万
ポ
ン
ド
を
要
す
る
点
、

六
四
年
歳
入
法
、

六
五
年
印
紙
税
法
、

そ

の
後
の
い
く
つ
か
の
歳
入
対
策
か
ら
容
易
に
推
祭
さ
れ
る
。

英
本
国
の
西
部
規
制
対
策
と
し
て
、

国
王
宣
言
と
並
び
い
ま

一
つ

重
要
な
の
は
、　

一
七
六
四
年
、

先
の
枢
密
院
の
方
針
に
沿

っ
て
通
商

財
殖
院
が
具
体
化
し
た

「
イ
ン
デ
イ
ア
ン
問
題
取
り
扱
い
に
関
す
る

案
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
四
〇
項
目
以
上
も
あ
り
、

イ
ン
デ
イ
ア
ン
と

植
民
地
の
毛
皮
貿
易
、

土
地
売
買
を
本
国
の
統
制
下
に
置
き
、

各
植

民
地
の
総
督
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
問
題
に
関
す
る
権
限
は
所
有
せ
ず
、

す
べ
て
国
王
の
任
命
す
る
長
官
を
通
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
ナ

も
の
で
微
細
に
わ
た

っ
て
指
示
し
て
い
る
。

当
時
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と

の
毛
皮
貿
易
は
植
民
地
商
人
の
み
で
な
く
本
国
商
人
に
と
っ
て
も
関

心
の
深
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、本

国
政
府
が
問
題
に
し
た
の
は
、

む
し

ろ
植
民
地
人
の
不
法
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
領
土

へ
の
侵
入
を
規
制
し
、

ポ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ク
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
反
古
に
な

っ
た
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
と
の
同
盟
を
再
度
結
ぶ
こ
と
で
あ

っ
た
。

本
国
政
府
は
こ
れ
ら
二

つ
の
政
策
を
在
に
、

北
米
大
陣
だ

「統

一
的

・
総
合
的
統
治
体
系
」

を
整
え
、

西
イ
ン
ド
を
も
編
入
し
た
支
配
従
属
と
植
民
地
収
奪
の
重

商
主
義
体
制
を

一
段
と
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
北
米
大
陸
に
お
け
る
国
際
情
勢
の
判
断
に
関
し
て
、

本
国

政
府
と
康
屯
軍
上
層
部
Ｌ
の
間
に

は
見
解
の
相
違
が
生
じ
て
き
た
。

当
時
、

パ
ソ
条
約
で
カ
ナ
ダ
地
方
を
追
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
勢
力
は
ニ

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（白
井
）

ュ
ー
オ
ル
ナ
ン
ズ
を
基
点
に
、
ミ
シ
ン
ッ
ピ
ー
河
経
由
に
よ
リ
イ
リ

ノ
イ

，
オ
ハ
イ
オ
地
域
で
の
毛
皮
貿
易
の
大
半
を
請
け
負

っ
て
お
り

そ
の
値
は
英
国
よ
り
も
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
で
あ

っ
た
。

駐
屯
軍
の
ト
マ
ス
・
ゲ
イ
ジ
将
軍
は
フ
ラ
ン
ス
勢
力
を
そ
こ

か
ら
排
除
し
、

英
国
の
利
権
を
権
保
す
る
と
同
時
に
、

彼
等
と
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
勢
力
の
結
合
を
防
ぐ
た
め
、

カ
ナ
グ

・
北
部
植
民
地
間
の

悪
縫
綻
帥
穀
蜘
窃
巾
命
）均

李
貯
い
柏
け
“
相
酌
噂
脇
師
脚
巾
勲
腰
罐

約
の
た
め
軍
隊
を
東
海
岸
地
方
に
移
鹿
さ
せ
る
方
針
を
と
り
始
め
て

い
た
の
で
あ
る
。

他
方
、

植
民
地
の
土
地
投
機
家
達
も
、

毛
皮
貿
易

牡
頻
却
疎
め
叩
ど
略
源
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
の
地
域
を
争
奪
戦

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
本
国
の
西
部
規
制
政
策
に
と
っ
て
ペ
ン
シ

ル
ヴ

ェ
ニ
ア
植
民
地
は
如
何
な
る
立
場
に
あ

っ
た
か
。

地
理
的
に
は

北
部

・
中
部
植
民
地
人
の
西
部
進
出
の
玄
関
に
位
置
し
、

実
際
重
要

な
要
塞
を
数
力
所
に
備
え
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
要
塞
か
ら
は
頻
繁
に

総
一督
に
宛
て
た
軍
事
援
助
の
要
請
が
あ
り
、

領
主
派
の
商
人
を
通
じ

諏！舶囃鳩従ぜ壊朧中中印物推撓瑞呼ヽ
事帥報伽み牡本海姉ス屯

タ
ー
建
設
以
降
、

革
命
に
到
る
ま
で
の
期
間
、領

主
特
権
を
活
用
し
、

郡
と
そ
の
中
心
地
の
建
設
を
支
配
し
た
。　

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
以
外
に

は
、　

ヨ
ー
ク
Ｑ

七
四

一
）、
カ
ー
ラ
イ
ル
（
一
七
五
二
）
、
リ
ー
デ
ィ
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ン
グ
（
一
七
四
八
）
、

イ
ー
ス
ト
ン
（
一
七
五
二
）
、

ベ
ッ
ド
フ
オ
ー
ド

裕
一
七
ユ全
○
、

サ
ン
ベ
リ
ー

（
一
七
七
二
）
の
町
を
次
々
に
建
設
し

た
「
こ
の
地
域
は
デ
ラ
ウ

ェ
ア
河
と
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
周
辺
の
東

部
旧
都
市
に
対
し
、

南
西
部
バ
ッ
ク
カ
ウ
ン
テ
イ
で
あ
り
、

イ
ン
デ

ィ
ア
ン
と
住
民
の
対
立
が
頻
繁
に
起
る
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
で
あ
り
、

い

ず
れ
も
要
塞
を
備
え
て
い
た
。
し
か
も
そ
こ
の
住
民
は
そ
の
殆
ど
が

一
七
二
〇
年
代
後
半
よ
り
七
〇

ヽ
年
代
前
半
に
か
け
て
急

増

し
た
ド

イ
ツ
人
や
ス
コ
ッ
チ
ア
イ
リ
ツ
シ
ュ
の
移
民
で
構
成
さ
れ
て
い
た
的

（地
図
１
参
熙
）
こ
の
こ
と
は
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
防
衛
の
た
め
、

郡

・

町
の
建
設
と
移
民
対
策
を
意
識
的
に
結
合
し
利
用
し
た
も
の
と
い
え

ょ
う
。

前
述
の

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
問
題
取
り
扱
い
に
関
す
る
案
」
が

公
式
に
発
表
さ
れ
る
際
、

通
商
拓
殖
院
長
官
か
ら
ペ
ン
シ
ル
ヴ

エ
ニ

ア
総
督
宛
に
次
の
よ
う
な
手
紙
が
出
さ
れ
て
い
る
。「北

ア
メ
リ
カ
全

体
を
通
し
て
、

統

一
的

・
総
合
的
統
治
機
構
の
も
と
に
、

将
来
的
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
問
題
の
処
理
、

指
示
を
行
な
お
う
と
考
慮
し
、

こ
の
機

会
に
貴
殿
に
こ
の
計
画
の
指
揮
権
を
移
譲
し
た
い
。

つ
い
て
は
こ
の

件
に
関
す
る
意
見
を
す
ぐ
に
で
も
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
…
…
我
々
は

へ ょ
”
評
俸
中
端
弾
性
卿
詐
晦
峡
打
焼
呼
労
↓
一…（ァコ
サ

ン
卸
嘘
ル
義
時

ァ
メ
リ
カ
駐
在
の
本
国
官
吏
に
送
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

以
上
の
こ

と
か
ら
も
英
国
が
北
ア
メ
リ
カ
の
西
部

・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
対
策
を
実

行
ｔ
移
す
上
で
ペ
ン
シ
ル
ヴ

エ
エ
ア
が
い
か
に
重
要
な
地
位
を
占
め

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
エ
領
化
運
動

（白
井
）

て
い
た
か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、

領
主
ペ
ン
家
を
本
国
と
植
民
地
の
間
を

取
り
持

つ

〃緩
衝
的
役
割
〃
と
解
釈
す
る
説
も
あ
布
。）

し
か
し

　ヽ
・

七
六
〇
年
六
月
二
十
四
日
の
通
商
拓
殖
院
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

ペ
ン
家

が
自
ら
を
単
に
狭
義
の
領
主
と
し
て
し
か
認
識
し
て
い
ず
、

そ
の
財

嘘中鞍畦誌助尊岬（即一本レ来つ榊端々
布雌。しな力れ仰れない

争
を
経
過
す
る

中
で
、

次
第
に
権
限
を
強
化
し
て
き
た
代
議
会
に
よ

っ
て
指
導
性
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ

っ
た
領
主
統
治
権
に
対
し
当
然
に
も

本
国
側
か
ら
の
不
満
は
高
ま
っ
て

い
た

の
で
あ
る
。　
〃緩

衝
的
役

割
〃
の
本
質
は
、

植
民
地
の
支
配
層
に
特
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
本
国
の
植
民
地
支
配
に
の
み
有
効
に
作
用
さ
せ
る
と
い
う
意
図
に

あ
る
の
で
あ
り
、

決
し
て
植
民
地
人

一
般
に
有
利
に
作
用
す
る
と
い

う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

つ
ま
り
本
国
政
府
が
西
部

・
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
対
策
を
現
地
で
具
体
化
す
る
際
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ

エ
エ
ア
領
主
特

説帳一の活帥脱熟陶晩け苑おつい侮用っ求一ｋっ味喪如師帥位”帥

ぁ

っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

次
一に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
エ
ア
内
部
の
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
問
題
を
見
て
い

こ
う
。

植
民
地
開
設
以
来
の
方
針
で
あ
っ
た
イ
ン
デ
イ
ア
ン
「友
好
」

政
策
と
、

信
仰
の
自
由
の
保
障
が
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
問
題
に
関
し
て

如
何
な
る
実
態
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
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政
策
に
つ
い
て
極
言
す
れ
ば
、

「友
好
」
関
係
に
あ

っ
た
の
は
五
大
湖

付
近
の
イ
ロ
コ
イ

・
リ
ー
グ
＝
シ
ッ
ク
ス
ネ
ィ
シ
ョ
ン
ズ
、

又
は
和

平
を
申
請
し
て
く
る
部
族
の
み
で
あ

っ
た
。

特
に
シ
ッ
ク
ス
ー
不
ィ

シ
ョ
ン
ズ
と
は
土
地
買
収
問
題
が
絡
み
懇
意
の
関
係
に
あ

っ
た
。
し

か
し
可
能
な
限
り
、

敵
対
的
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
同
志
を
戦
わ
せ
、

植
民
地
人
が
何
等
手
を
下
す
こ
と
な
く
敵
勢
力
を
撲
械
さ
せ
ょ
ぅ
と

い
う
策
は
今
日
の
新
植
民
地
主
義
に
限

っ
た
や
，
方
で
は
な
い
。

イ

ン
デ
ィ
ア
ン
問
題
の
長
官
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
六
四
年

二
月
九
日
付
。ヘ
ン
家
宛
の
手
紙
に
は
そ
う
し
た
方
法
で
シ
ッ
ク
ス
・

ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
の
二
百
人
に
自
人
の
指
揮
官
を
つ
け
、

当
時
敵
対
的

で
あ

っ
た
シ
ャ
ゥ
ェ
ー
、

デ
ラ
ゥ
ェ
ア
族
を
戦
わ
せ
る
計
画
が
述
べ

ら
れ
、

Ｆ
…
チ
」の
結
果
か
ら
、　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
戦
闘
す
る
に
は

常宇ガ申貯待ンい競醜幕柴駒邦“設府市〓碇か柳弗冷れ舛海

ト
ン
ロ
ボ
ー
イ
ズ

一
揆
の
直
後
一、総
督
は
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・ジ
ョ
ン
ソ
ン

ン ャこ
ダ
熊
者 ッ
ゥ
保 ス
静
郭
序
を ョ
代 ン
義
・会 へ
印
鄭
誹
陀
蔀
頓
れ
一

野
時 ン
が
静
貯

に
よ
る
と
、

領
主
・参
議
会
は
白
人
住
民
に
対
し
て
ょ
り
も
「友
好
」

的
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ヘ
の
保
護
対
策
を
優
先
し
て
い
る
。

要
す
る
に
ペ

ン
家
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

「友
好
」
政
策
の
実
態
は
、

抑
圧
と
懐
柔
の

二
面
政
策
の
具
体
化
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「信
仰
の
自
由
」
の
名
目
の
も
と
で
は
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
地
方

へ
の

移
民
居
住
政
策
が
進
め
ら
れ
た
。　

一
七
五
〇
年
頃
に
は
無
断
居
伴
者

の
既
得
権
が
法
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

領
主
側
は

一
七

騨

ヤ
れ
卵
第
勢
い
燃

璃

牧

党

存

販

蔓

簾

布

事
実
上
移
民
を
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
防
衛
に
利
用
し
て
ぃ
た
の
で
ぁ
る
。

し
か
も
達
反
者
に
対
し
て
は
、
ゥ
ィ
リ
ァ
ム
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
代
理
、

ジ
ョ
ー
ジ

・
ク
ロ
ー
ガ
ン
を
使

っ
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
追
い
立

て
を
強
制
し
た
。　

一
方
で
は
本
国
の
植
民
地
庇
屯
軍
軍
事
力
を
用
い

て
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

「友
好
」
政
策
の
た
め
ス
コ
ッ
タ
ー
を
都
合
の
良

い
地
域
に
防
壁
Ｌ
し
て
追
放
し
、

他
方
で
は
ス
コ
ッ
タ
ー
及
び
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
住
民
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
か
ら
の
防
衛
要
求
を
不
穏
な
も
の

と
し
て
拒
否
す
る
こ
と
が
本
国
軍
と
の
同
意
の
上
で
実
行
さ
れ
て
い

（
２３
）

た
の
で
あ
る
。

パ
ク
ス
ト
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
が
領
主
と
代
議
会
に
提
出
し
た

「
不
満

の
宣
言
」
は
未
熟
で
は
あ
る
が
後
の
反
英
抗
争
の
際
の
抵
抗
の
論
理

「
代
表
権
な
く
ば
課
税
な
し
」
、

又

「独
立
宣
信
」
で
の
自
然
権
の
主

張
に
内
容
的
に
黙
が
る
も
の
を
植
長
地
支
配
層
に
突
き

つ
け

て
ぃ

る
。

そ
こ
で
は
特
に
西
部
五
郡

へ
の
代
議
会
議
席
の
正
当
な
比
例
配

分
（表
１
参
照
）
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
対
策
の
厳
重
な
検
討
、

及
び
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
と

の
戦
闘
に
対
す
る
恩
賞
制
度
の
復
活
を
要
求
し

て

い

る
。

恐
賞
制
度
は

十
七
六
四
年
七
月
七
日
付
総
督
声
明
で
復
活
す
る

が
、）

こ
れ
と
て
領
主
側
が
敵
と
定
め
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
対
し
て
の

―- 62 -一- 63 -―

単位=人

郡 ・市  名
1  1 7 5 1 年

十而蔦姦瞥牲翻ξ 納税者数1獣拠卦

1 7 6 4 年

実際数納税者数 1当処分霧1実際数

8

2

8

8

4

2

2

8

3

6

5

6

3

1

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（白
井
）

み
で
あ
り
、

反
逆
者
と
み
な
さ
れ
た
自
入

へ
の
処
罰
は
従
来
以
上
に

巌
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。

「
不
満
の
宣
言
」
は
、暗

に
王
権
に
よ
る
イ

ン
デ
ィ
ア
ン

「友
好
」
政
策
を
批
判
し
て
お
り
、

六
三
年
以
前
の
状

態
の
復
活
を
要
求
し
て
い
る
が
、

す
で
に
情
勢
も
当
時
と
は
変
化
し

て
お
り
、

本
国
の
西
部
規
制
が
植
民
地
の
よ
り
従
属
的
地
位
を
前
提

と
し
て
い
た
以
上
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
住
民
が
王
権
に
期
待
す
る
こ
と

は
殆
ど
絶
望
的
と
も
い
え
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ

エ
ニ
ア
植
民
地
時
代
後
期
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン

「友
好
」
政
策
は
、

毛
皮
貿
易
と
の
関
係
で
、

代
議
会
多

鍛
弥
の
ク
エ
ー
カ
ー
商
人
層
が
主
に
用
い
た
も
の
と
強
調
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、

以
上
の
考
察
か
ら
、

特
に

一
七
王
〇
年
代
以
降
は
、

こ
の

「友
好
」
政
策
は
本
国
側
の
西
部

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
政
策
の
基

本
路
線
の

一
環
と
し
て
作
用
し
、

植
民
地
駐
屯
軍
と
領
主
支
配
に
よ

り
実
践
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、

ク
ェ
ー
カ
ー
商
人
層
も
毛
皮
貿
易
に
よ
る
利
益
を
守
る
た
め
、

又
、

土
地
買
収
の
た
め

「友
好
」
策
を
取
り
続
け
て
い
た
。

「
不
満
の
宣

言
」
は
結
局
、

領
主

・
代
議
会
の

「友
好
」
政
策
に
対
し
、

代
議
会

で
の
発
言
権
を
拡
大
し
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
防
衛
を
住
民
自
ら
が
ま
ず

政
治
レ
ベ
ル
か
ら
解
決
し
よ
う

と

の
試
み
を
示
し
た
も
の
で
も
あ

る
。

し
か
も
比
例
代
表
配
分
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
民
に
と

っ
て

も
不
当
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
住
民
と
市
民
と
の

結
合
を
回
避
す
る
■
で
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
の
急
進
分
子
の
行
動
と
秩

8

4

6

4

R

5

4

4

3

8

2

8

8

4

2

1

1

1

5,100・

2,000。

3,951メ (

3,012メ (

3,977メ (

2,043

1,134

5,678

2,634

4,761

3,148

う、64局

3,312

3,016

3,016

1,989

・推測数

※1752年 の統計による。
1751年   J P S。 lsam,T72ク f夕″″iノわαガ″Cθ″s,2r″″ブο″`ァ1776,1936 p36

1764年   … T Thayer,(く Thc Quaker Of Pennsylvania,"P初 ″ts17υ2,″ク,イクどαz

カタタQ/二's″ο/1α″ブ』″θg%っ カプ,v0171,1947,p 31

(TadaShi Aruga, “ Pennsylvania and the American Revolu↓ iOn,'' 1958,p 7

より引用)

フィラデルフィア郡

フィラデルフィア市

チ ェ ス タ ー 郡

ノ` ッ ク ス〃

ラ ン カ ス タ ー〃

ヨ  ー   ク 〃

カ ンバ ー ラン ド″

バ  ー  ク  ス 〃

ノ ー サ ン プ トン″
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序
破
壊
と
し
て
規
制
強
化
す
る
こ
と
が
、

植
民
地
支
配
層
、

領
主

・

代
議
会
双
方
に
共
通
な
前
提
で
あ

っ
た
。

「友
好
」
政
策
と
は
同
時
に

植
民
地
住
民
支
配
に
必
要
な
治
安
維
持
の
土
台
と
も
な

っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

三

そ
れ
で
は
王
領
化
運
動
を
指
導
、

支
持
し
た
グ
ル
ー
プ
は
如
何
な

る
利
害
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｔ

・
ア
バ
ナ
シ

ー
は

「植
民
地
時
代
末
期

・
革
命
期

・
建
国
初
期
を
通
し
て
、

土
地

投
機
は
ア
メ
リ
カ
企
業
の
中
で
最
も
魅
力
あ

る
も

の
だ

っ
確
一
当

時
、

土
地
の
大
半
は
土
地
投
機
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
」
と

述
べ
て
い
る
が
、

土
地
投
機
業
者
は
単
に
企
業
上
の
利
潤
の
追
求
を

目
的
と
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
獲
得
し
た
領
土
内
の
政
治

的
支
配
を
も
求
め
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
当
然
土
地
の
個

弘
一

又
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自
由
な
裁
量
権
の
獲
得
を
意
味
し
て
い
た
。

し
か
も
、

そ
の
考
え
を
確
実
に
実
現
さ
せ
る
方
法
が
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
内
陸

・
西
部
フ
ロ
テ
ィ
ア
に
新
た
な
植
民
地
建
設
の
国
王
認

可
を
受
け
、

自
ら
が
そ
の
植
民
地
の
領
主
又
は
総
督
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。

植
民
地
の
土
地
投
機
家
の
中
に
は
新
植
民
地
建
設
を
目
的
に

し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
一
七
五
〇
年
頃
か
ら
、

ア
レ
ゲ

ニ
ー
以
西
の
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
領
上
を
め
ぐ
り
植
民
地
土
地
投
機
家
の
間
で
は
激
し
い
抗
争
が

展
開
さ
れ
始
め
た
。

植
民
地
に
設
立
さ
れ
た
土
地
会
社
を
資
本
の
出

所
、

構
成
長
か
ら
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
次
の
よ

う
に
整
理
で
き

都
ド

ロ
植
民
地
資
本
に
よ
る
土
地
会
社
の
西
部
進
出
。　
コ
ネ
テ
ィ
ヵ

ッ
ト
の
サ
ス
ヶ
ハ
ナ
会
社
公

七
五
三
）
、
ヴ
ァ
ジ

ェ
ァ
の
オ
ハ
イ
ォ

会
社
全

七
四
八
）
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
会
社
公

七
六
三
年
頃
）
、　
市一
イ

ヤ
ル
会
社
、

そ
の
他

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
土
地
会
社
。

ロ
イ
ギ
リ
ス
資

本

・
植
民
地
資
本
の
合
体
し
た
土
地
会
社
。
こ
れ
は
ペ
ン
シ
ル
プ

一

エ
ア
に
特
徴
的
で
グ
ラ
ン
ド

・
オ
ハ
イ
ォ
会
社

（
一
七
六
九
）
が
代

表
的
で
あ
る
。

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
の
土
地
投
機
会
社
は
そ
の
構
成

員
の
殆
ど
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
宮
裕
な
ク
ェ
ー
カ
ー
商
人
で
あ

り
、

側
の
形
態
で
出
発
し
な
が
ら
も

一
七
六
八
鷲
六
九
年
頃
に
は
次

第
に
本
国
側
の
要
人
と
の
政
治
的
結
合
を
深
め
て
い
っ
た
。

又
、

本

国
一的
人
の
中
に
も
積
極
的
に
出
資
す
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
、

結
局
例

Ｑ
形
態
と
、

前
述
し
た
内
陸
植
民
地
計
画
と
の
合
体
の
方
向
を
Ｌ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
起
点
に
海
連
業

・
毛
皮
貿
易
に
従
事
し
て

い
た
商
人
層
は
土
地
投
機
活
動
を
開
始
す
る
に
当
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー

や
や
「
ゼ
販
親

勢
仕

ぱ
矩

妙
ウ
グブレ
′レ‐
げ
加
だ
申
和
力
弟
絵
北
ナ（会一．伸

（
十
七
六
九
）
、

グ
ラ
ン
ド

・
オ
ハ
イ
ォ
会
社

（
一
七
六
九
）
と
ほ
ぼ

同
メ
ン
バ
ー
で
国
王
認
可
を
要
請
し
、

失
敗
す
る
毎
に
次
々
と
土
地

会
社
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

中
心
的
に
活
動
し
た
の
は
、

イ
ン
デ
ィ

ア
ン
問
題
の
長
官
で
土
地
投
機
家
で
も
あ
っ
た
Ｗ
・
ジ
ョ
ン
ノ
ン
の

代
理
で
あ
る
Ｇ
・
ク
ロ
ー
ガ
ン
、
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
商
人
の
サ
ム

エ
ル

・
フ
ー
ト
ン
、
ト
マ
ス
・
ワ
ー
ト
ン
、

ジ

ョ
ン
・
ベ
イ
ン
ト
ン
、

ジ

ョ
ー
ジ
。
そ
―
ガ
ン
等
々
で
あ
る
が
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
必
ず
、

Ｗ

・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
、

Ｂ

。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、

そ
の
息
子
で
ニ
ュ
ー

・

ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
総
督
ウ
イ
リ
ア
ム

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、

そ
れ
に
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
と
共
に
王
領
化
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

つ
た
Ｊ

・
ギ
ャ
ロ
ウ

ェ

イ
が
加
わ

っ
て
い
た
。

最
初
イ
リ
ノ
イ
会
社
を
形
成
し
、

請
願
書
に

国
王
が
イ
リ
ノ
イ

・
オ

ハ
イ
オ
両
河
間

一
二
〇
万

エ
ー
カ
ー
の
土
地

嘘瀬旨ンが出穀”われ悪抑巾ギ唯魂柳お犠切郁ン民地綻刈求筆

社
は

「被
害
商
人
」
グ
ル
ー
プ
を
土
台
に

一
七
六
五
年
シ
ッ
ク
ス
ネ

イ
シ
ョ
ン
ズ
か
ら
の
リ
ト
ル
カ
ナ
フ
・
オ
ハ
イ
オ
両
河
問

一
八
〇
万

ェ
ー
カ
ー
移
譲
の
確
認
を
基
に
イ
リ
ノ
イ
会
社
と
同
メ
ン
バ
ー
で
再

組
織
さ
れ
た
。

こ
れ
は

十
七
六
八
年
の
フ
オ
ー
ト

・
ス
タ
ン
ウ
イ
ツ

ク
ス
条
約
締
結
以
前
に
す
で
に
取
り
交
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
代
表
が
こ
の
認
可
を
得
る
た
め
渡
英
し
た
際
、　

ロ
ン
ド
ン
の

バ
ン
カ
ー
、
ト
マ
ス
・ウ
イ
ル
ポ
ー
ル
を
初
め
英
国
の
高
宮
ら
北
米
大

陸
西
部
の
土
地
に
関
心
を
持
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
計
画
に
編
入
さ
れ
、

グ
ラ
ン
ド
・オ
ハ
イ
オ
会
社
を
設
立
す
る
。
テ】
れ
に
よ
っ
て
大
規
模
な

内
陸
植
民
地
、

ブ
ァ
ン
グ
リ
ア
計
画
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（白
井
）

内
陸
植
民
地
建
設
計
画
を
最
初
に
考
案
し
た
の
は
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ

ト
の
サ
ス
ケ
ハ
ナ
会
社
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
り
土
地
投
機
の
規
模
は

一
段
と
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。
。ヘ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
の
Ｂ
・
フ
ラ
ン
ク

リ
ン

一
こ
の
方
策

乾
コ
取
し
、

す
で
に

十
七
五
四
年
頃
に
は
構
想
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
れ
は
地
理
的
に
は
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
あ
西

側
か
ら
オ
ハ
イ
オ
河
両
岸
に
か
け
て
の
地
域
と
、

オ
ハ
イ
オ
河
と
工

大
湖
と
の
間
の
広
大
な
地
域
を
対
象
に
し
て
い
る
。

当
時
、

ま
だ
こ

れ
ら
の
地
域
が
仏
領
で
あ

っ
た
た
め
大
陸
に
お
け
る
仏
勢
力
及
び
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
か
ら
の
防
壁
と
い
う
政
治
的

・
軍
事
的
理
由
が
第
上
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

六
三
年
以
降
に
具
体
化
し
て
く
る
新
植
民
地

津
一設
の
理
由
に
も
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ー

・
ル
ィ
ジ
ア
ナ
地
方
の
仏
勢
力
か

ら
の
防
壁
と
い
う
こ
の
論
法
の
適
用
が
可
能
で
あ

っ
た
。

同
時
に
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
は
こ
の
地
域
の
毛
皮
貿
易
の
利
点
、

地
味
の
豊
か
さ
、

豊
富
な
資
源

（木
材
、

石
炭
）
の
存
在
等
々
を
強
調
し
て
い
る
。

こ

の
内
陸
植
民
地
建
設
と
植
民
地
総
督
権
の
国
王
認
可
を
得
る
こ
と
が

ペ
ン
シ
ル
ヴ

エ
ニ
ア
土
地
投
機
家
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
点
で
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
の
拡
大
に
比
重
を
お

き
新
た
に
獲
得
し
た
土
地
を
従
来
の
植
民
地
に
編
入
し
て
い
く
方
針

を
基

鋼
説
し
て
い
た
ブ
ァ
ジ
ェ
ア
の
場
合
と
は
異
な

っ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。

又
、

内
陸
植
民
地
建
設
の
視
点
か
ら
み
て
も
、　

一
七
七
工

年
の
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ヘ
ン
ダ
ソ
ン
に
よ
る
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
植

民
地
が
本
国
側
の
資
本
と
は
結
合
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
ヴ
ァ
ン

- 64-
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ダ
リ
ア
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自
身
、

最
初
は
こ
の

計
画
を
オ
ル
バ
ニ
ー

・
プ
ラ
ン
の
下
に
植
民
地
連
合
の
力
で
実
現
し

よ
う
と
し
た
が
、

オ
ル
バ
ニ
ー

・
プ
ラ
ン
の
実
現
が
本
国
の
植
民
地

分
断
続
治
政
策
の
上
か
ら
困
難
で
あ
る
の
を
理
解
し
た
後
は
、

工
権

に
う
ま
く
依
存
し
つ
つ
自
己
の
利
益
を
拡
大
し
て
い
く
方
向
を
と
る

こ
と
に
な
る
。

土
地
獲
得
に
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
会
社
設
立
以
後
、

Ｗ
，

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、

Ｇ

・
ク
ロ
ー
ガ
ン
の
有
利
な
立
場
を
利
用
し
て
シ
ッ

ク
ス
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
と
の
個
別
友
渉
に
よ
る
土
地
の
移
譲
と
い
う
方

法
を
と
っ
て
き
た
。
ヴ
ァ
ン
ダ
リ
ア
計
画
の
予
定
地
も
、　

一
七
六
八

年
の
フ
ォ
ー
ト

・
ス
タ
ン
ウ
ィ
ツ
ク
ス
条
約
に
よ
リ
シ
ッ
ク
ス
ネ
イ

ヤ
〇 ョ
ル
ガ
め
”
酵
婦
峡
印
韓
に
抑
つ 。
商
七

一 ‐
巾
到
説
勢
府
紳
一
ガ
却

ル
ヴ

ェ
ニ
ア
領
内
の
土
地
売
却
価
格
は

一
〇
〇
エ
ー
カ
ー
当
た
り

一

五
ポ
ン
ド
五
シ
リ
ン
グ
ー

一
〇
シ
リ
ン
グ
で
あ

っ
た
か
ら
、

仮
に

一

五
ポ
ン
ド
で
計
算
し
た
と
し
て
も

〓
一六
〇
〇
万
ポ
ン
ド

と

な

り
、

い
か
に
た
だ
同
様
の
値
で
購
入
し
た
か
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

（地
図
工
参
昭
じ

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に

一
七
六
〇
年
代
後
半
か
ら
活
発
化
す
る
植

民
地
側
の
土
地
投
機
活
動
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
は

一
体
何

で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
は
ま
ず
第

一
に
、

六
三
年
の
国
王
宣
言
線
を

事
実
上
無
視
し
た
ア
レ
ゲ

ニ
ト
以
西

へ
の
ス
コ
ッ
タ
ー
の
問
断
な
き

進
出
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
土
地
売
却
を
目
的
と

一- 66 -―一- 67 -―

す
る
土
地
投
機
家
達
の
望
む
た
こ
ろ
で
も
あ

っ
た
。

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ

ェ
ア
で
は
こ
の
点
に
お
け
る
移
民
の
果
た
し
た
役
割
は
重
要
で
あ

っ

た
と
い
え
る
。

第
二
に
、

そ
う
し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
影
し

い
ス
コ
ッ
タ
ー
の
存
在
と
い
う
既
成
事
実
の
上
に
、

六
八
年
に
は
新

し
い
内
閣
線
、

別
名
フ
オ
ー
ト

・
ス
タ
ン
ウ
イ
ツ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
が

引
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
ス
コ
ン
タ
ー
の
進
出
に
伴
い
、

よ

り
頻
繁
化
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
住
民
と
の
衝
突
と

遅
け
る
た
め
、

前
述
し
た
如
く

シ
ッ
ク
ス
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
の
了
承

の
も
と
に
設
定
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
よ
り
重
要
な
こ
と

は
、

こ
の
フ
オ
ー
ト

・
ス
タ
ン
ウ
イ
ツ
ク
ス
条
約
及
び
そ
れ
に
よ
っ

て
引
か
れ
た
新
た
な

「境
界
線
」
が
六
三
年
の
国
王
宣
言
線
の
事
実

上
の
修
正
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
本
国
の
植

民
地
西
部
規
制
政
策
に
お
け
る
談
歩
、

後
退
を
象
徴
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

そ
し
て
又
、

本
国
の
植
民
地
政
策
の
後
退
が
決
し
て
西
部

・
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
規
制
に
の
み
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

西
イ

ン
ド
貿
易
統
制
に
お

計
一
よ
り
顕
著
で
あ

っ
た
こ
と
が
見
逃
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

内
陸
の
新
植
民
地
建
設
は
そ
う
し
た
情
勢

の
進
展
の
上
に
、

そ
の
実
現
の
客
観
的
可
能
性
を
次
第
に
醸
成
さ
せ

て
き
た
の
で
あ
る
。

他
方
こ
の
新
し
い

「境
界
線
」
は
植
民
地
支
配
層
の
土
地
投
機
に

よ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
領
土
侵
略
を
合
法
化
し
、

同
時
に
ス
コ
ッ
タ
ー

が
開
拓
し
た

「境
界
線
」
付
近
の
土
地
を
も
合
法
的
に
収
奪
す
る
役

ペ
ン
シ
ル
ブ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（白
井
）

割
を
果
す
こ
と
に
な

っ
た
。　

一
七
六
八
年
二
月
三
日
の
モ
ノ
ン
ガ

ヘ

ラ
河
畔

（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
地
方
）
の
ス
コ
ッ
タ
ー
に
強
制
立
ち
退
き

確
一要
求
し
た
議
会
立
法
は
そ
の
事
実
を

一
部
証
明
し
て
い
る
と
い
え

る
。

又
、

土
地
投
機
家
達
に
と

っ
て
は
企
業
的
利
潤
を
追
求
し
て
い

く
上
で
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
対
す
る
と
同
様
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
住
民
に

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
ン
防
衛
上
の
犠
牲
を
強
要
す
る
こ
と
は
必
須
の
条
件

だ

っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
当
初
、

内
陸
植
民
地
の
独
占

的
支
配
権
を
獲
得
し
、

そ
れ
に
よ

っ
て
土
地
購
入
者
か
ら
ク
イ
ン
ト

レ
ン
ト
を
合
法
的
に
徴
集
し
よ
う
と
考
え
て
い
杷
。
と
こ
ろ
が
印
紙

税
法
撤
廃
以
来
、

植
民
地
駐
屯
軍
費
用
に
窮
し
た
本
国
側
が
、

イ
リ

ノ
イ
地
方
を
防
備
し
て
い
た
軍
勢
を
大
西
洋
岸
に
移
康
さ
せ
る
情
報

旋
輔
韓
幹
Ｆ
淋
螂
剰
取
〕
】
わ
恥

本 レ
国 ン
脚
破
軸
晦
嚇
み
々
口 防
ン 衛
押
“

ア
防
衛
も
又
、

土
地
投
機
活
動
の
必
要
条
件
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

本

国
側
で
も
当
初
、

内
睦
植
民
地
建
設
を
認
可
し
、

そ
こ
に
入
植
し
た

住
民
か
ら
ク
イ
ツ
ト
レ
ン
ト
を
徴
集
し
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
防
衛
の
た

め
の
歳
入
と
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

植
民
地
省
長
官
を
し
て
い

た
シ
ェ
ル
バ
ー
ン
が
こ
の
案
を
積
極
的
に
押
し
て
い
た
。
し
か
し
後

至
張
申
取
っ ノレ
淳
体
で 口
加
知
鞠
力
な
反
対
に
会
い
、

実
施
さ
れ
る
に
は

そ
れ
で
は
同
時
期
の
領
主
側
の
土
地
所
有
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

ペ
ン
家
は
植
民
地
開
設
以
来
四
七
〇
〇
万
エ
ー
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カ
ー
と
い
う
広
大
な
土
地
を
国
主
か
ら
与
え
ら
れ
、

こ
の
土
地
売
却

に
関
し
て
は
代
議
会
を
通
す
必
要
の
な
い
自
由
裁
量
権
を
確
保
し
て

い
た
。

ガ
、　

一
七
五
四
年
オ
ル
バ
ニ
ー
会
議
後
、

サ
ス
ケ

介
ナ
会
社

が
シ
ッ
ク
ス
ネ
ィ
シ
ョ
ン
ズ
よ
リ
サ
ス
ケ

ハ
ナ
河
沿
い
の
土
地
を
購

入
し
た
こ
と
を
知
る
や
、　
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
住
民
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ

ニ
ア
領
侵
入
を
恐
れ
、

同
地
域
を
シ
ツ
ク
ス
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
か
ら
二

重
購
入
し
、

そ
こ
を
め
ぐ
リ
ヨ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
側
と
は
厳
し
い
対
立

関
係
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
王
領
化
運
動
に
反
対
し
、

領
主
側
に
つ
い
て
い
た
商
人
、

官

文
の
土
地
所
有
状
況
は
ど
う
だ

っ
た
ろ
す
か
。

こ
れ
を
ラ
ン
ド

・
ウ

ィ
ラ
ン
ト
台
帳
を
参
考
に
見
て
み
る
と
、

チ
ェ
ス
タ
ー
、
、ハ
ッ
ク
ス
、

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
、

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
、

ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
、

バ
ー
ク

ス
六
郡
に
関
し
て
の
同
証
書
に
よ
る
土
地
所
有
高
は
、　

一
七
三
二
―

六
五
年
の
間
に
、

領
主
派
は
合
計

九
九
、

七
二
エ
エ
ー
カ
ー
、　

タ
ェ

ー
カ
ー
商
人
派

（代
議
会
派
》
は

二
八
、

エハ
エ
〇

エ
ー
カ
ー

と
な

っ

て
お
り
、

約
二
対

一
強
の
割
合
で
領
主
派
の
方
が
多
い
。
し
か
し
実

際
に
は
領
主
派
商
人
、

宮
吏
は
よ
り
多
く
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
表
Ⅱ
参
照
）
そ
し
て
こ
の
証
書
は
領
主
派
グ
ル
ー

プ

ヘ
の
ペ
ン
家
か
ら
の
報
酬
と
し
て
、

当
時
不
足
し
て
い
た
正
貨
の

代
償
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
は
フ
ロ

テ
ィ
ア
地
方
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
諸
郡
、

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
、

カ
ン

バ
ー
ラ
ン
ド
、

ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
、

バ
ー
ク
ス
で
の
領
主
派
の
土
地

ら
は
土
地
投
機
の
た
め
の
土
地
確
保
に
対
し
、

ク
ェ
ー
カ
ー
商
人
ほ

ど
必
死
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
彼
等
は

一
七
工
①

年
代
以
降
、

海
運
業
か
ら
の
利
潤
を
毛
反
貿
易
に
投
資
し
始
め
、

そ

れ
ま
で
毛
庄
貿
易
を
独
占
し

ｘ
一
た
ク
ェ
‐
ヵ
‐
商
人
の
反
感
を

一

層
強
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
七
六
四
年
二
月
二
十
四
日
付
代
議
会
の
領
主
批
判
、

植
民
地
王

領
化
請
願
決
議
の
第
九
二

〇
二

一
項
は
ペ
ン
家
の
土
地
政
策
を
厳

し
く
批
判
し
て
い
る
。

要
約
す
る
と

「領
主
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
土
地

買
収
は
将
来
的
マ
ｌ
ヶ
ッ
ト
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

結
果
的
に

単位 :エーカー
表 Ⅱ

2,000

6,415

13,417

チ ェ ス タ ー

ノ`  ッ  ク  ス

ラ ン カ ス ター

控
ガ塑

_興

pp 383-384

1733

ヤ

1765

1

1765

所
有
率
が
極
め
て
高
い

こ
と
、

又
、

一
で
も
触
れ

た
が
こ
れ
ら
の
郡
が

一

七
三
〇
年
代
以
降
、

ペ

ン
家
、

参
議
会
に
よ
っ

て
着
々
と
建
設
さ
れ
て

き
た
事
実

と
合

つヽ
せ

一
 鶴  ―

一
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最
良
の
土
地
を
慌
廃
さ
せ
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
住
民
は
そ
の
た
め
に
分

散
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

自
ら
防
衛
す
る
こ
と
も
不
可
能
と
な

り
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
犠
牲
と
な

っ
て
い
る
六
九
項
）
、

「領
主
の
上

地
独
占
は
無
人
地
帯
を
生
じ
さ
せ
、

ク
イ
ッ
ト
レ
ン
ト
、

土
地
課
税

を
納
め
な
い
ば
か
り
か
、期

限
内
の
植
民
義
務
を
果
た
し
て
い
な
い
」

（
一
〇
項
）
、

「土
地
価
格
の
法
外
な
要
求
は
多
く
の
住
民
を
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
、

ヴ
ア
ジ

エ
ア
、

ノ
ー
ス
カ
‘
ラ
イ
ナ
、

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
に
追
い
や
り
、　

そ
の
結
果
ペ

ン

シ

ル
ヴ

ェ
ニ
ア
財
産
を
流
出
さ

せ
、

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
防
衛
の
人
数
を
減
少
さ
せ
て
い
る
六

十
一
項
）
。

，
こ
れ
ら
の
領
主
批
判
は
確
か
に
ま
と
を
え
た
も
の
で
あ
り
、

領
主

の
投
機
的
土
地
売
却
を
公
然
件
指
摘
し
て
い
る
。

他
方
、

こ
う
し
た

領
主
寡
頭
制
に
対
す
る
批
判
は
主
領
化
運
動

へ
と
つ
な
が

っ
て
い
く

が
、

そ
の
背
景
に
は
土
地
投
機
、

毛
皮
貿
易
の
利
害
に
関
す
る
ク
ェ

ー
カ
ー
派
商
人
の
領
主
派

へ
の
対
立
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
で
あ

っ
た
。
し
か
も
ペ
ン
家
か
ら
領
主
権
を
剥
奪
し
、

領
主
植
民

地
か
ち
王
領
植
民
地

へ
と
い
う
国
王
へ
の
請
願
が
、

客
観
的
に
は
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ

エ
エ
ア
を
本
国
の
西
部
規
制

・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
政
策
の

具
体
化
に
利
用
し
、　

活
用
し

て
き

た
王
権

へ
の
批
判
に
通
じ
る
こ

と
、

又
、

王
領
化
運
動
の
背
後
で
内
陸
植
民
地
建
設
に
よ
り
自
ら
が

そ
の
植
民
地
の
独
占
的
支
配
を
掌
握
し
、

領
主
あ
る
い
は
総
督
の
地

位
に
近
い
も
の
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
存
在
し
た
こ
理
は
、

王
領
化
運
動
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
二
重
の
矛
盾
で
あ

っ
た
と
い
え

ペ
ン
シ
ル
ブ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（白
井
）

■
子
つ
。

四

前
章
で
述
べ
た
王
領
化
運
動
の
矛
盾
は
、

基
本
的
に
は
本
国

・
植

民
地
の
支
配

・
従
属
関
係
を
柱
と
す
る
重
商
主
義
体
制
か
ら
生
じ
て

い
る
の
で
あ
り
、
、そ

の
中
に
は
本
国
と
植
民
地
支
配
層
に
よ
る
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
領
土
侵
略
と
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
住
民
抑
圧
と
い
う
矛
盾
、

及

び
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
そ
の
領
土
に
実
際
に
侵
攻
し
て
い
く
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
住
民
と
の
矛
盾
と
が
含
ま
れ
て
お
り
、

運
動
の
性
格
と
し
て
も

複
雑
な
側
面
を
抱
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ

ニ
ア
の
王
領
化
運
動
は
、　

一
七
世
紀
後
半
か
ら

一
八
世
紀
前
半
に
か

け
て
本
国
側
が
植
民
地
の
自
治
権
を
規
制
す
る
た
め
に
強
行
し
た
、

い
わ
ば
上
か
ら
の
王
領
化
と
は
異
な
り
、

運
動
の
発
端
が
植
民
地
側

に
あ

っ
た
点
が
問
題
を
よ
り
複
雑
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
基
づ
き
、

王
領
化
運
動
が
何
故

一

七
六
四
年
段
階
で
活
発
化
し
、

わ
ず
か

一
年
程
度
で
消
滅
し
て
い
つ

た
の
か
、

そ
の
問
題
点
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
第

一

に
、

王
領
化
運
動
の

一
時
性
の
最
大
の
要
因
と
し
て
、

運
動
の
主
体

の
側
に
お
け
る
当
時
の
本
国
重
商
主
義
政
策
に
関
す
る
客
観
的
情
勢

判
断
の
古
さ
、

そ
こ
か
ら
必
然
的
に
生
じ
る
王
領
化
後
の
長
期
的
展

望
の
欠
落
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
反
対
派



史
　
　
苑

（第
二
十
五
巻
一
号
）

の
論
客
Ｊ

・
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
が
巌
し
く
批
判
し

て

い
る
通
り
で
ぁ

獅
メ

又
、
Ｊ

・
ハ
ッ
ト
ノ
ン
も
王
領
化
の
揖
唱
者
達
が
領
主
制
に
代

り
う
る
道
、

王
領
植
民
地
下
玉

（
ン
シ
ル
ヴ

ュ
ニ
ア
が
他
植

民
地

に
対
し
て
比
較
的
認
め
ら
れ
て
き
た
市
民
的

・
宗
教
的
特
権
が
引
き

続
き
保
障
さ
れ
る
統
治
形
態
を
明
確
に
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

代
議
会
を
し
て
こ
の
よ
う
な
短
絡
的
運
動
に
走

ら
せ
た
も
の
と
し
て
、

パ
ク
ス
ト
ン
一
撲
を

一
例
と
す
る
植
民
地
大

衆
に
よ
る
ク
ェ
ー
カ
ー
商
人
利
一益
を
優
先
す
る
代
議
会
政
治

へ
の
批

判
の
高
揚
、

重
商
主
義
政
策
の
一
環
と
し
て
の
本
国
西
部
規
制
が
土

地
投
機
活
動
に
与
え
た
障
害
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
代
議
会
が
こ

う
し
た
本
国
攻
策
と
植
民
地
大
衆
と
の
間
に
あ
り
な
が
ら
、

同
時
に

植
民
地
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
長
年
領
主
側
と
深
く
対
立
し
て
い
た
こ

と
も
同
様
に
作
用
し
て
い
た
の
で
ぁ
る
。

な愛

一に
、

土
地
投
機
活
動
を
成
功
さ
せ
る
前
提
で
あ
る
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
防
衛
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
が
あ
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
移
民
の
急

増
は
土
地
投
機
に
有
利
に
作
用
し

た
反
面
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
衝

突
を
頻
繁
化
し
、

か
っ
植
民
地
支
配
層

へ
の
急
進
的
反
乱
の
原
因
に

も
な
っ
て
い
た
た
め
、

運
動
推
進
者
達
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
防
衛
と
治

安
維
持
を
王
権
に
依
存
す
る

こ
と
で
解
決
し
よ
う

と
し
た
の
で
ぁ

る
。

本
国
軍
事
力
を
糠
に
自
ら
の
企
業
的
利
潤
を
追
求
し
よ
う
と
す

る
巧
妙
な
や
り
方
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
点
に
共
通
し
て
い
る
の
が
王
権
の
把
握
の
仕
方
、

認
識

上
の
問
題
で
あ
る
と
い
ぇ
ょ
ぅ
。

そ
れ
は
図
ら
ず
も
運
動
の
内
部
か

ら
で
は
な
く
外
部
か
ら
鋭
く
指
摘
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
。

反
対
派
に
は

長
老
派
の

ス
コ
ッ
チ

ァ
ク
リ
ッ
シ
ュ
、　

ル
タ
ー
派

・
改
革
派
の
ド

イ
ツ
移
民

（以
上
は
主
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
住
民
で
あ
る
）
、　

ク
ェ
ー

カ
ー
派
の
一
部
を
中
心
に
植
民
地
の
広
範
な
勢
力
が
結
集
し
て
い
た

が
、

彼
等
の
反
対
の
論
拠
は

一
七
〇

一
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
シ
が

起
草
し
た

「権
利
憲
章
」
に
保
障
さ
れ
た
市
民
的

・
宗
教
的
自
由
の

権
利
を
守
る
と
い
う
点
に
あ
り
、

そ
れ
は
同
時
に
本
国
の
植
民
地
自

治
侵
害
政
策
に
対
す
る
批
判
で
も
ぁ

っ
た
の
で
ぁ
る
。

又
、

王
領
化

を
支
持
し
た
者
も
六
四
年
三
月
二
十
九
日
付
の
代
議
会
決
議
を
不
十

分
で
あ
る
と
し
、

同
年
五
月
二
十
三
日
付
請
願
書
に
は
市
民
的

予
宗

教
的
自
由
の
特
権
の
従
来
的
保
障
の
要
求
を
新
た
に
添
加
さ
せ
て
い

る
。

こ
の
こ
と
は
ク
ュ
ー
カ
ー
商
人
の
利
害
を
反
映
し
た
代
議
会
提

起
の
領
主
批
判
と
そ
の
解
決
策
が
、

た
て
ま
ぇ
と
し
て
は

一
応
の
よ

革
を
含
み
つ
つ
も
植
民
地
住
民
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
ぅ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一結
局
王
領
化
運
動
は
以
上
の
問
題
点
に
加
え
て
、

植
民
地
大
衆
の

印
紙
税
法
撒
廃
運
動
の
高
揚
、

中
心
的
指
導
者
で
あ

っ
た
Ｂ

・
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
の
本
国
植
民
地
政
策
に
対
す
る
政
治
的
認
識
の
変
化
が
作

用
し
て
消
滅
し
て
い
く
。

そ
ぅ
し
た
点
で
六
六
年
の
印
紙
税
法
・撤
廃

の
成
果
は
独
立
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア

- 70 -
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に
特
に
大
き
な
意
義
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

印
紙
税
法

蜘雌紗咋毎雌騨輛蚊
「士也紳輸嘩聴徹柳的燎はつぅ“嚇鋼の瑞噸

な
る
が
、
テ」
の
時
点
で
代
議
会
、

ク
ェ
ー
カ
ー
商
人
層
は
領
主
批
判
を

従
来
通
り
続
け
な
が
ら
も
、　

な
お
か
つ
王
領
化
に
代
り
う
る
新
た

な
ス
ロ
ー
ガ

ン
、

し
か
も
植
民
地
に
お
け
る
自
己
の
支
配
権
と
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、

高
ま
り
つ
つ
あ
る
植
民
地
大
衆
に
よ
る
反
英

運
動
の
指
導
権
を
も
掌
握
し
う
る
と
い
う
よ
う
な
理
論
を
提
起
し
な

け
れ
ば
な
ら
か

つ
た
の
で
あ
る
。

英
帝
国
構
成
論
こ
そ
が
そ
れ
で
あ

っ
た
。

こ
の
論
を
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
問
題
の
視
角
か
ら
述
べ
る
と
、

植

民
地
に
対
す
る
王
権
支
配
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
リ
フ
ロ
ン
テ
イ
ア

防
衛
の
本
国
軍
事
力

へ
の
依
存
を
正
当
化
し
、

他
方
植
民
地
議
会
を

本
国
議
会
と
対
等
の
地
位
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
梅
民
地
大

衆
の
支
持
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

王
領
化
運
動
の
消
滅
以
ヽ

後
も
、

植
民
地
支
配
層
が
王
権
に
依
存
し
つ
つ
自
己
の
経
済
的
利
益

追
求
の
意
図
を
払
拭
で
き
な
か
っ
た
理
論
的
根
拠
も
そ
こ
に
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

英
帝
国
構
成
論
は
本
国
、

植
民
民
地
の
「新
し
い
関
係
」

を
ま
さ
に
植
民
地
支
配
層
の
立
場
か
ら
理
論
的
に
正
当
化
し
よ
う
と

し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
を
先
頭
に
そ
の
中
心

抑
輸
靖
ゆ
本
”
や
リ

ダ

ェ
ニ
ア
に
多
か

っ
た
の
も
決
し
て
偶
然
で
は

一
七
七
四
年
の
ケ
ベ
ツ
ク
法
制
定
、

七
五
年
の
革
命
戦
争
勃
発
に

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（白
井
）

よ
リ
ヴ
ァ
ン
グ
リ
ア
計
画
の
崩
壊
は
決
定
的
と
な
る
。

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
エ
ア
土
地
投
機
家
の
選
択
し
た
土
地
投
機
の
形
態
と
は
、

本
国
重

商
主
義
的
植
民
地
支
配
の

一
環
と
し
て
の
西
部
規
制
政
策
と
、

そ
れ

に
対
す
る
梅
民
地
側
の
西
部
獲
得
と
い
う
基
本
的
対
立
の
問
隙
を
ぬ

っ
て
一
時
的
に
許
さ
れ
た
道
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

又
、

工
領
化
運
動

も
そ
う
し
た
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
土
地
投
機
家
の
利
害
関
係
を
背
景

に
し
た
政
治
的
表
現
と
し
ｒ
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、

革
命
戦
争
勃
発
に
よ
る
二
大
陣
営
分
裂
に
関
し
て
触ヽ
れ

る
と
、

領
主
派
、

ク
ェ
ー
カ
ー
派
と
も
に
そ
の
大
半
が
結
果
的
に
愛

国
派
に
属
し
て
お
り
、

国
工
派
は
他
植
民
地
に
比
し
て
少
な
か
っ
た

坐い虚晦ぱ朕輸販蜘難舜わ行ノレゆ一て二呼静弾勁雄姫郵命一勢躙

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
研
究
課
題

と
し
て
い
き
た
い
。
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尺
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
代
議
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工
領
化
請
願
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決
議
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た
直
後

同
じ
く
領
主
制
を
教
い
て
い
た
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
も
呼

び

か
け

を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
は
審
議
し
な
い
う
ち

に
印
紙
税
法
問
題
が

お

こ
り
王
領
化
請
願
は
論
外
と

な
っ
た
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Ｆ
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領
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Ｇ
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ヽ
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Ｑ
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ｏ
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Ｑ
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∽
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Ｓ
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Ｇ
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Ｇ
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Ｎ
Ｎ
Ｇ
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Ｆ
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Ｆ

鉄
Ｚ
の
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伊
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伊
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心
留
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●
ｏ
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―
堺

（
７
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き
ミ
せ
甲

ぃ
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（
８
）

宇
治
口
富
造
、

『重
商
主
義
植
民
地
体
制
論
』
、

工
、

青
木
書
店

一
九
七
二
年
、

三
七
六
頁
。

な
お
同
内
閣
は
こ
の
二
つ
の
法
令
に

よ
り
駐
屯
費
の
三
一分
の
一
を
捻
出
し
よ
う
と
し
た
。
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岸
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５
甲

（
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早

句
【営
汗
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十
七
五
四
年
頃
か
ら
こ
の
地
方
の
利
点
を
認
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し
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た
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Ｓ
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独
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場

合
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史
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九
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〓
壬
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ヽ
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ゴ
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は

一
七
四
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年
本
国
政
府
か
ら
長
官
に
任
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ハ
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河
以
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の
ノ
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ス
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ン
ア
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ナ
ダ
、

一一
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
中
西
部
イ
リ

ノ
イ
地
方
を
統
轄
範
囲
と
し
、

イ
ン
デ
イ
ア
ン
問
題
に
関
し
て
絶

大
な
権
限
を
有
し
て
い
た
。

又
、

後
の
二
度
目
の
妻
が
イ
ン
デ
イ

ア
ン
女
性
で
あ
り
、

シ
ッ
ク
ス
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
と
は
特
に
懇
意
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
目
ら
の
地
位
を
利
用
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、

植
民
地
内
で
も
有
数
の
土
地
投
機
家
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た

。
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の
〇
，
　
市Ｏ
　
Ｏ
Ｏ
く
　
句
ば
ｐ
●
）
】
●
ｐ
ｏ　
ヽ
】
津『
一
い
】

きヽ
ミヽ
）
●
●
や　
い
Ю
。
―
―
的
的
『
・

（
２４

）
　

＞

刃
ｏ
日

ｏ
ｐ
４
【
い
０
●
ｏ

ｏ
、
命】
馬

じ

伊
ギ
①
の
の
い
０
い

口
Ｆ
つ
い
【や
∞

句
【
Ｏ
ｐ
‐

一】の
，　
自ｐ
ゴ
仰
げ
≡
い
ｏ
市い
　
Ｏ
【　
↑ｒ
の　
一円
】
ｏ
々
，ｏ
の
命
　
Ｏ
　ヽ
電
が
，
ｐ
の】
中く
い
コ
」ｐ
】

〔
句
ｏ
げ
卓●
常
く
Ｓ
】
Ｓ
ｏ
凸
）
力
一●ゴ
留
“
りヽ
Ｊ
Ｒ
中Ｐ

の
い
）
弓
す
ｏ
ト
ミ
や

ヽ
忌
ミ
為
へｏ
ミ
ミ
きヽ
ミ
ヽ
Ｎ
働
的
―
占
Ｎ
∞
や

（
ヮ

く
】
Ｅ
”
【均
ｏ
ヽ
俸

刃
〇
〓
〉

津
０
「
〇
）
】
ｏ
●
　
Ｎ
『
―
―
∞
】
・

（
２５

）

レ

日
【
ｏ
ュ
”
ヨ

出

Ｓ

Ｐ

「
ユ

】

『
ｖ
岸
『
一
Ｆ
　
Ｑ
革

畳
い
き

ヽ

為
さ

豊

ミヽ

Ｓ
、

ヽ
デ

●
●

中醤
―
心
ヽ

そ
の
内
容
は
敵
対
的
イ
ン
デ
イ
ア
ン
姉
虜

の

男

子

に

は

５

ｏ

∽
町
営

一浄

∪

ュ

一営

Ｐ

風

均
【８

８

ｏ
』

寧

∝
ゴ

）

女
子
に
は
Ｓ
ｏ
●
【８
２

ｏ
、
口
∞
ｒ
ｒ
頭
皮
の
場
合
、男

子
に
は
昼
ト

■
ｏｇ
∽
監
口
∞
ｒ
ｒ
女
子
に
は

り
ｏ
■
８
２

ｏ
ヽ
口
∞
Ｆ

を
支
払
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
跡

）
　

弓
す
伸
】
①
Ｆ

へヽ

　
車
革
】
円
】中∽
ｒ
ｐ

∪
ｏ
ば
∞
Ｆ
∽
Ｐ

為
へ
け
ヽ
お

ｓ
ヽ
ミ

も
も
ミ

ｏ

ｓぶ
干

『
卜
も
∽
持
ミい
いき
さ
ヽ
的
ミヽ
ミ

」せ
き
８ヽ
ヽ
為
旺ヽ
渉ヾ
ｓ
さヽミ

単
Ｓ
ぬ
ヽ
Ｇ
ヽ
、ヽ
】

為
ミ
き

も

ミ
ミ
ヽ
時

きヽ
ヽ
卜

やヽヽ
も
ヽ
や
ｓ
ヽ

杓
へ
ｓ
Ｇ
ヽヽ

中ヽ
Ｒヽ
ｆ

（
Ｏ
ｒ
】―



史
　
　
苑

（第
二
十
五
巻

一
号
）

・
盆
ｐ

つ
岳
争
営
∝
【ｐ

Ｓ
８
）
今
津
晃
、

『
ア
メ
リ
カ
革
命
史
序

説
』
、法

律
文
化
社
、

一
十
（六
〇
年
。

そ
れ
は
当
時
領
主
側
と
代
議
会

が
領
主
所
有
地
の
課
税
を
め
ぐ
っ
て
論
争
中
で
、

領
主
が
課
税
を

認
め
な
け
れ
ば
代
議
会
は
西
部
防
衛
の
た
め
の
軍
隊
補
充
法
案
を

決
議
し
な
い
と
し
た
こ
と
や
、

毛
皮
貿
易
の
利
益
を
守
る
た
め
代

議
会
と
イ
ン
デ
イ
ア
ン
が
結
託
し
て
い
る
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
住
民

に
思
わ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
２７
）
　
弓
ゴ
ｏ
コ
いの
＞
げ
①
【ｐ
ａ
ｒＦ

」ｐ
せヽ
ミ
ヽ
もヽヽ

きヽ
ヽ
中ｓ
ヽ
き
ヽ
ヽヽ
きヽ
ヽ
車ヽ

『
も
ヽ

ミヽ
協

ヽ
や
　

津
ｏ
∞
Ｎ
　
ｏ
【府

ぃ

【Ｆ
　
り
す
い
〓

Ｆ
Ｔ

●
鳴
呂

ｏ
【
ｐ
　
的
、
、
せ

ト
ミ
ミ
８ヽ
ミ
い
も
ミヽ
Ｑ
ｓヽ
Ｓヽ
ｓ
ミ
浅
い
『
ヽ
もヽ

や
ミ
ミヽ
もヽ
民
ｓヽ

Ｑ
Ｒ
ヽ
や

さ

き

〕

ヘ
ミ

Ｓヽ

ミ

穏

や

一い
Ｚ

【

】
Ｏ

ｃ
↑
い
∞
ｏ
Ｐ

Ｓ

８

Ｖ

や

ポ

（
２８
）

Ｓ
ミ
ご
　
均
　
Ｓ

（
勢
）

今
津
、

前
掲
書
、

二
〇
七
十
二
〇
八
頁
は
同
様
の
分
類
に
つ
い

て
『
Ｐ

と
く
Ｐ
の
上
批
会
社
を
比
較
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。

（
３０
）

の
．
返
・
掛
営
ヨ
伊
ｏ
ｐ

の
よ
う
な

企
業
組
織

の
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
は
異
な
り
、

経
済
的

・
社
会
的

・
宗
教
的
な
信
用
の
上
に

成
り
立
つ
少
人
数
の
結
合
体
で
あ
る
。

詳
細
は
武
則
忠
見
、

「
ア

メ
リ
カ
革
命

と
土
地
投
機
―
ひ
と

つ
の

ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
」
、

『
広
島
農
業
短
期
大
学
研
究
報
告
』
、　

一
ノ
三
、　

一
九
六

一
年
、

四
六
―
四
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
３．
）

ィ
ン
デ
イ
ア
ン
戦
争
に
よ
り
被

っ
た
損
害
賠
償
を
国
王
及
び
植

民
地
の
議
会
に
請
求
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
。

（
３２

）

〓

い
あ

す
と

一
日

停
母

肝
】
〇
ヽ
ミ

草
ミ

も
ヽ

い
、
も
い
Ｓ
ヽ
ミ

『
Ｓ
ヽ
ミ
ミ

め
】
り
き
さ

| |

き

ヽ
さ

軍

り

ヽ
合

ｏ
電
い

留

Ｏ
ｏ
汗

郷

句
ｒ

Ｓ

溜

）

ｏ
ｐ

８

Ｗ

暮

ｐ

（
３３

）
　

Ｆ
■

①
鳴
Ｂ

ｏ
】
ｐ

へも

・
ミ
■

　

●
　

岸
】
弾

置

伊
呂

伊
）
き

ミ

ヽ
や

∞
ｏ
ｐ

（
３４

）

く

営

い
い
】討

ｏ
Ｓ

」８

す

に

つ

い

て

の

詳

細

は

弓

　

卜

げ
ｑ

居

予

Ｆ

導

一、ぉ
持
、
、

い
る
ヽ
ミ

ｓ
さ
ミ

き

付

ト

ミ

も
ヽ
ミ
ミ

杓
母

ミ

ミ

き

ド

Ａ

Ｚ

く
ヽ

刃
湯

沼

】】
卜

禄

じ

ヽ

す
い
や

日

し
日

）
及

び

∽
Ｒ

Ｆ

）

Ｓ

ｓ
、Ｐ

ａ
討

ロ

Ⅷ
を
参
照
の
こ
と
。

（
３５
）

口
　
可
【
い
，
圧
ま
）
＞

可
丁
や
伊
【
∽
酔
市中Ｊ
∞
弓
〓
ｏ
ゴ
、８
府
【
，
①
ュ
・

〇
，
】●
の
。
「ヽ
い
ず
い
】
①
●
）
０
ぃ
〉
や
ヽ
　
６
車汁
　ヽ
ど
デ
　
増
増
　
ト
ロ
Ｏ
‐
‐
ド
Ｏ
∞
　
「
Ｆ
】中い
ｐ
≡日

「印

Ｏ
く
い
ｖ　
ｏ
い

ｖ

『
″ヽ

も

の

ミ
ら
も
ミ
も
ヽ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
　
Ｏ

ｓ
ヽ
ｓヽ

ｓ
ミ
せ
　
『
お
ヽ

も
ヽ
Ｐ

　

〕“
，

合

市Ｆ
鮮

Ｐ

ｏ
ｑ

君

〓

Ｃ
コ
打

用
）Ｆ

Ｓ

岩

▼

ｏ
や

貿

く

―

呂

喜

（
３６
）

町
い

と

く
い

の
土
地
投
機
家
の
対
立
も
後
で
触
れ
る

Ｏ
Ｂ
Ｐ

の
場
合
同
様
重
要
な
問
題
を
含
む
か
紙
数
の
制
限
に
よ
り
こ
こ
で

は
省
略
す
る
。

（
３７
》

＞
げ
ｏ３
ｏ奇す
Ｆ

Ｓ
・
６車■

●

心

（
３８

）

Ｆ
掛

偶

８

】
ｏ
Ｐ

ｓ
や

車
革ｔ

Ｘ

）
や

馬

ゃ

〔
３９
）

西
イ
ン
ド
貿
易
に
お
け
る
本
国
政
策
の
後
退
に
関
し
て
は
、

日
虎
男
、

「
ア
メ
リ
カ
革
命
の
前
提
」
日
、

『史
苑
』
二
五
―

一

三
六
十
五
〇
頁
で
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（
４０
）

武
則
【

「
ア
メ
リ
カ
革
命
と
土
地
投
機
―
。ヘ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア

の
場
合
」

〓
一一五
頁
。

（
４．
）

０
８
ト
ロ
　
０
・
ｌ
ｏＦ

為
ｏヘミ

ミ

為
Ｓ
ミ
ミ
き
ヽ
一
的
費
ミ
§
ミ
き

杓

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
車

ヽ
さ

的

ヽ
い

き

ヽ
卜

ヽ

ヽ
６
中

Ｉ

Ｌ

ヽ

Ｎ
軸

）

（
Ｚ

く

】
∪

ｏ
Ｆ
げ
下

い
い
】
】

ＰＯ
一
∞
）
）
●
　
的０
０
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（４２
）

き
ミ
≡
や

時
馬

（
４３
）

Ｓ
ミ
）
。
甲

時ｏ
ｏ
ｌ
単
】
∽
９
ま
】
Ｓ

ｓ洋
】
一
●
罵
トー
馬
り

（
４４
）

日
常
【一Ｐ
Ｓ

き

】
中

境
ド

（
４５
）

き
ミ
】
甲

時ｃ
ポ

（
４６
）

中営
“
〓
い
番
ユ

は
土
地
所
有
者
を
知
る
手
掛
り
と
し
て
し
か
有

効
で
は
な
い
が
投
機
に
使
わ
れ
た
事
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

詳

細
は
武
則

「
ア
メ
リ
カ
革
命
と
土
地
投
機
―
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー

す
と
し
て
」
を
参
照
。

（４７
）

ゴ
ざ
【年
Ｏ
ｒ
Ａｏ

甲

ｃ
≡
モ
●
　
∞
∞
９

谷
４８
》

Ｆ
伸
野
，８
▼
●
Ｐ

ｃ
●
ュ
一
）
増
勺

岸樹
―
馬
〕

土
地
売
却
標
準
価

格

は

一
〇

〇

エ

ー

カ

ー

に

つ
き

モ
い

で

は

温

Ｓ

Ｌ

Ｐ

宮

呂

骨

颯

）

て
い
　
で
は

温

匂
り
付９
，言
い
で
あ

つ
た
。
ク
イ

ッ
ト

レ
ン
ト
に
関

し

て

は

、
　

ロ

　

ゴ

Ｆ

口

ｏ
習

一

『
」

。

公
『

，

①

Ю

ユ

Ｔ

Ｉ

刃

①
ｏ

い

り

く
資

０
日

【
ｐ

Ｌ
）の
＞
ｐ
汚
」汀
伸
，
●
ユ
Ｏ
ｐ村
の」
　
『
ヽ
も
卜
さ
も
ヽ
へｓ
ヽ
ヽヽ
４ヽ
Ｃ
ヽ
ミヽ

為
へ電
き
や

卜
】
ユ
▼
】旨
卜

を
参
照
の
こ
と
。

ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
王
領
化
運
動

（自
井
）

（４９
）
　
〇
停
【【①Ｆ
もヽ
　
いゃ
す
０
や
∞
∞や
―
∞ｏｐ

（
５。

）

∪

営

こ

Ｆ

「
丹

掛

８

Ｐ

竜

摯

ｏ

∪

】津

【，

目

の
】

可
【讐

付
温

ｐ
一湯

市

刃
ｏ
】
単

命
ｏ
く
ｏ
鳴
ｐ
日

●
ｐ
市
■
　
ヾ
ド

やヽ卜

０
　
∞
【
串

∽
ｏ
ュ
①
Ｐ

Ｘ

【
Ｘ

】
申
Φ
ｏ
ド

●
屯
　
Ｏ
ト
ー
ー
∞
い

（
皿

）

呂

≡

８

Ｐ

Ｓ

ｓ
■ヽ

Ｏ
ｏ

選

一
Ｉ

Ｎ

『

（
５２

）

∪
ｏ
・
∞
】成

Ｐ

Ｓ

ｓ
、■

●
志

ゃ巻

『
ｒ
増

ｑ

】
Ｓ

ｓ
■ヽ

０
●
貿

―

〇
印

（
５３

）

■
ｏ
津

【ｏ
，

さ

ま

①
外

【温

Ａ

〓

増

穏

】

Ｆ
学

常

●
ｐ

＆

ｔ
Ｓ

よ

■ヽ

ツ
ロ
】　
０
　
津
０
０

（５４
）

富
円
、

前
掲
論
文
、

四
王
頁
。

（
５５
）

「
【営
汗
一】Ｐ

旨
ヨ
①
の
電
【】８
，

の
英
帝
国
構
成
論
に
関
し
て
は

Ｑ
い
と

Ｆ
　
田
ｏ●汗
ｏ
Ｊ
　
月
ヽ
へ
も
ミヽ
ｓ
ｓヽ
きヽ
ヽ
　
もヽ

ミヽ
ミ
ヘヽ
ｓヽ
ミ
さヽ
退

（
Ｚ

く

）
く
４●
＋
崩

ｐ

Ｓ

遵

ｙ

増
や

Ｓ

津
ｉ

Ｓ

ｐ

を

参

照

。

（５６
）

宇
治
田
、

前
揚
書
、

第
Ｉ

，
工
章
を
参
照
。

（立
教
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
）


